
１　決算額比較（税抜き）
（単位　百万円）

増減額 比率(%)

収益　計　　（A）=(B+C+D) 52,504 53,977 53,313 51,118 2,195 104.3

　営業収益　（B）営業収益　（B） 51,561 53,034 52,536 49,900 2,635 105.3

うち医業収益 40,904 42,304 41,786 39,184 2,602 106.6

　営業外収益（C）営業外収益（C） 941 941 775 794 △ 18 97.6

　臨時利益　（D）臨時利益　（D） 2 2 1 424 △ 422 0.2

費用　計　　（E）=(F+G+H) 53,631 55,520 54,012 52,703 1,309 102.5

　営業費用　（F）営業費用　（F） 51,967 53,855 52,520 49,942 2,578 105.2

うち医業費用 49,872 51,761 50,303 47,902 2,400 105.0

　営業外費用（G）営業外費用（G） 959 959 877 875 2 100.2

　臨時損失　（H）臨時損失　（H） 706 706 614 1,885 △ 1,271 32.6

経常損益　（B+C）-（F+G） △ 424 △ 839 △ 86 △ 123 36 -

総損益　　（A）-（E） △ 1,127 △ 1,543 △ 699 △ 1,585 885 -

（注）計数は百万円未満切捨てのため符合しない。

２　病院別損益の状況（税抜き）

平成27年度地方独立行政法人神奈川県立病院機構の決算概要について

　平成27年度の決算は、病床の効率的な運用や、精神医療センターの新病院の通年運用による入院収益の

増などにより、医業収益は前年度対比で2,602百万円増額した。

　一方、費用面では、薬品費や委託料の増などにより、医業費用が前年対比で2,400百万円増額したが、

院外処方の推進や光熱水費の減などにより、経常収支比率及び医業収益に対する給与費比率や医業収支比

率は目標を上回ることができた。

　また、当初の年度計画においては、経常損失を424百万円とし、その後、給与改定の影響（415百万

円）により最終の年度計画では、経常損失を839百万円としていたが、外来収益の増を図るなどの経営改

善に向けた努力により、経常損失を86百万円まで圧縮し、当初の年度計画に対して338百万円、最終の年

度計画に対して753百万円改善することができた。
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